













1 901 年 5 月 26 日に開校し、日本の敗戦ととも
にその歴史を閉じた東亜同文書院は、上海で高畠



































きるように 1 9世紀末から 20 -1立紀初頭の時期には
都市としての上海と一体化していなかった＼
〔江南機器製造総局は〕 1 876年には敷地400
余ムー 〔 l ム ーは約6.7 アール〕［中略］ 1 904年



































さらに出版元、刊行年など不明ながら 19 1 0年
代の上海を伝えるとされる地図である図 3 にはS、
右書きで「｜日東亜同文書院」と印字されている。
これを図 2 及び現在の上海地図である図 49 と 比
較する と、街路や周辺に存在した湖北会館、常州、｜
会館 （常州八邑会館）、控真人廟などとの位置関
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東亜同文会会長近衛篤臨（ 1 863年 8 月 10 日～
1 904年 1 月 1 日）の代理として開校式に出席し



































は別に設く」 1 3 という記述、やや後の姿を伝える
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才。［中略］ 但到 1 896年夏， 因詮費困雄，加之
盛宣杯欲以其地汗亦南洋公学，子是， 径正ニ，＝~院
井入南洋公学。 18




































桂霊里落成。 4 月 12 日，正式芽学，最初有学
生20余人〔原註：椿季能『中国近代学制史料』
第 1 輯下加、隼京姉活大学出版社、 1986年、 p.
908〕。 9 月 17 日，径正女学又在城内淘沙場増
改分塾，到年終有20余名学生就法。 19
（訳） 1898年 3 月、経正女学は上海の南、高畠
郷の桂壁里に落成した。 4 月 12 日、正式に開




ろう。陳氏は開校時期を 1898年 4 月としている
が、次に引くように豪氏は 1898年 5 月としてい
るロこの相違は、おそらく陳氏が旧暦のまま日時
を記したためと恩われる。
7'J 改変中国女子敏乏教育的現状， 1898年 5
月，径元善在上海創亦了径正女学。［中略］径
正女学初創吋，聴提淵 l 人，，也管校条；聴i青中






るため、 1898年 5 月、経元善は上海に経正女
学を創立した。［中略］経正女学創立時、校務
全般の管理者を l 人、中国語教師 2 人、欧文教






ここにみえる李提摩太（Timothy Richard 1845 
年～1919年）、林楽知（Young John Allen 米メソ
ジスト教会宣教師）は、ともに上海のキリスト教
宣教師たちの出版組織である広学会（The






















り当てると一部屋あたり 5 ～ 6 人の計算となる。
ちなみに、この人数はその後の学生寮一部屋収容
人数と同程度である。このように開校時点での高






1902年 3 月に北寮、秋期入学となった第 3 期生
についても入学直前の 1903年 6 月に東寮が完成
しており、開校 3 年目にしてようやく 3 学年すベ
JOI 
図6 q，君叙大会』（『点石斎商報大可堂版』第15巻 上海画報社、 2001 年）
ての学生を収容できるようになっている。




1 899年 9 月，戊成変法失敗， 径正女学赴境困雄。
1 900年初，径元善I朕合章病麟、唐才常 123 1 名
多jl商和維新人土上布，反対康瓢光緒。清廷下令
通絹，経元善逃亡襖n， 径正女学 “力乏雄支”，
子 1900年中秋〔1 900年 9 月 8 日〕前后停亦。23
（訳） 1 899年 9 月、戊成の変法は失敗し、経正
女学は苦境に陥った。 1900年初め、経元善は










子 1 899年 8 月停力、，分校也日経元善反対清政
府立儲，亡走襖「1而子 1900年停亦， 但兵力、女
学之夙却在上海等地上吹汗。24




難航、社会 ・ 政治 ・ 輿論などの圧力をうけ、経






















































































上海東文学社関係 東亜同文書院関係年 高昌廟桂壁里 城内









12 月 「梧銀大会」（女 報」
学開設についての集会。
「点石斎画報」）
4 月（旧暦 3 月）経正女 3 月 上海東文学社（新
学落成 馬路〔中山南路ニ路〕梅
5 月（旧暦4月 12 日） 福里。一説に 7 月）
経正女学開校
1898 6 月 1 1 日戊成変法
9 月 21 日 戊成の政変
IO月 31 日（旧暦 9 月 17
目） 淘沙場校設置
I l 月東亜同文会成立






IO 月 29 日近衛篤麿、欧米
視察の帰途、南京に劉坤ー
を訪問






5 月 田岡嶺雲、帰国 5 月 根津一院長就任
6 月 7 日根津一、南京で
1900 
6 月 21 日清朝、列強諸 劉坤ーと会談。武昌に張之
固に宣戦布告 26 日 東 澗を訪ねようとするも義和
南互保条散 団事変により断念し 7 月 IO
目帰京
7月 淘沙場校閉鎖
8 月 14 日 八カ国連合軍 中秋頃上海東文学社解
北京占領 散 8 月 20 日 上海に移転
11 月 全国遊説（学生募集）
2 月 12 日 同文書院鏑張設
備委員景山長治郎、校舎借
入のために上海出張
1901 東亜同文書院が施設を使 4 月 25 日 東亜同文書院入
用 学式（東京華族会館）


















































































そして、 1901 年 2 月 12 日、日清貿易研究所出
身の景山長治郎が同文書院拡張設備委員として上
海に派遣され、新学校の校地、諸設備についての
事務にあたり、 5 月 8 日に東亜同文書院第 1 期生
を高昌廟桂壁里の校舎にむかえた。この新学校設
立について育江総督劉坤ーの支援があったであろ














































































2 杜麟編「新絵上海城刷租界全図」 1898年（張偉編『老上海地図』上海画報出版社、 2001 年、 p. 17）。
3 高橋孝助、古厩忠夫編『上海史』（東方書店、 1995年） p. 560 
4 大学史編纂委員会『東亜同文書院大学史：創立八十周年記念誌』（沼友会、 1982年） p.930 
5 越夢雲『上海・文学残像：日本人作家の光と影』現代アジア叢書35 （田畑書店、 2000年） p. 350 
6 童世亨編『上海県城及南市分図』商務印書館、 1917年（同註 2 、 p. 71 ）。
7 同註 4 、 p.4360
8 「上海市街図」（阿註 3 、 p. 138）。
9 木之内誠編著『上海歴史ガイドマップ』（大修館書店、 1999年） pp. 48-490 
10 東亜同文書院福友会同窓会（代表油谷恭一） rw洲根津先生伝』（根津先生伝記編纂部、 1930年） p. 9Jo 




12 同註 10、 p.444。
13 同註 10、 p.850
14 「東亜同文書院平面図」松岡恭一編『日清貿易研究所東亜同文書院沿革史』（東亜同文書院学友会、 1908年）所収。
15 『在上海東亜同文書院一覧』（東亜同文書院、 1911 年）。








18 姦好春「i式捻径元善的教育思想和教育実践」『隼北屯力大学学扱（社会科学版）』第 l 期（2006年 l 月） p. 1250 
19 隊璃「侍教士与径正女学」『西南交通大学学披（社会科学版）』第 5 巻第 l 期（2004年 1 月） p.50。
20 同註 18、 p. 126。
21 東亜同文書院初期の入学者数については諸説あるが、本稿では学生数について最も新しい研究である佐々木亨「東





提摩太夫人照管．井且将校戸却j畑教会名下，直至停亦，可以悦伶教士与経正女学的存亡相始終」（同註 19、 p. 51) 
23 同註 19、 p.50
24 同註 18、 p. 126 








27 r対支回顧録』下巻（東亜同文会、 1936年） p. 769。
28 岸陽子「王国維と田岡嶺雲：『人間詞話』をめぐって』安藤彦太郎編『近代日本と中国：日中関係史論集』（汲古書
院、 1919年 3 月） p.90。同註 5 、 p. 340 
29 前掲28、岸は 5 月、越は 6 月とする。
30 田岡嶺雲•：1870年～1912年）本名佐代治。文学者、評論家。文学、社会問題など幅広い分野において先鋭的な評
論活動を行った。
31 田岡嶺雲『数奇伝』西国勝編 r田岡嶺雲全集』第5巻（法政大学出版局、 1969年） p. 6100 
32 劉坤ー（Jf:30年～ 1902年 10 月 7 日）字は唄荘。湖南省新寧県生まれ。洋務派の軍人、政治家。太平天国鎮圧での
功績が認められ台頭すると、江西巡撫、両江総督・南洋通商大臣、両広総督、欽差大臣を歴任した。義和国事変に
際しては、湖広総督張之洞らと東南互保を結び華南の秩序維持につとめた。
33 同註 4 、 p. 78。
34 同註 10、 p. 392。
35 同註 10、 p. 750 
36 同註 10、 pp.392-393。
37 同註4、 p. :7o 
38 同註 14、 p. 28。同註 10 (p. 84）では裳励樹は劉坤ーの代理、張之洞の代理として劉恰上海知県があげられている。
引用文の読点は引用者による。
39 同註 10、 p.84。
40 同註27、 p. 7690 
引用に際して旧字体を新字体にあらためた。引用文中の下線、〔 〕内補記は論者による。
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